講義予定　千葉県医療技術大学校

情報科学　３０時間　第１看護学科　合同クラス６０名

第　１回　４月１９日　
★情報科学では何をする学問だろうか

　　　　生活水準の向上，

　　　　　　　科学技術，医療技術の進歩，人々の健康の維持・推進　　

　　　　物質・エネルギー・情報　

　　　　　　　物質とエネルギーの間に介在する３つ目の概念——情報

　　　　人間の文化

　　　　　　　知識、情報技術、経済活動、情報産業

　　　　　　　システム、通信、コミュニケーション，コンピュータ

　　　　情報と認知科学、

　　　　　　　診断、意思決定、

　　　　　　　アセスメント，計画立案，実施評価，収集と分析と統合

　　　　情報処理，コンピュータ，ネットワーク，マルチメディア

　　　　　　　計算機の導入，利用，倫理規範，プライバシー，

　　　　　　　セキュリティ

N．Wｉｅｎｅｒ　情報とは，物質とエネルギーの時間的・空間的・量的・質的なパターン。

パターンの意味するところは物質やエネルギーを利用するときには，ある特定の規則性や秩序が介在するから，この間には規則にしたがって秩序をもった配列がある。これをパターンとよぶ。

Shanon　情報を定量的に定義して，科学的なアプローチを考え，とくに通信と制御について，理論体系を創設し，情報理論とよばれる基礎をつくった。情報理論とは，通信を誤りなく，できるだけ速く伝達できるよう，これらに生じる現象を数学的に処理するもの。

★コンピュータ

　　　　パソコンの種類　デスクトップ型とノートパソコン

　　　　パソコンのOS、Windows、MacOS、Linux

　　　　装置；本体（中央演算装置）キーボード、マウス、ディスプレイ、プリンタ

　　　　フロッピィディスク、ハードディスク

★パソコンの操作

　　　　電源のON/OFF、システムの起動、ユーザIDとパスワード、

　　　　ログインとログオフ（ログアウト）

　　　　ファイルとファイル名、論理ドライブと階層ディレクトリ

「ゼミナール」

1． 身近に感じる情報といわれると何を連想するか？

2． パソコンでできることは何か，できないことは？

3． 生活にパソコンはどんな変化をもたらしてきているだろうか？

4． 入力装置の代表的なもの，出力装置にはどんなものがあるか？

5． 日常の生活に，パソコンはどのように利用されているか？

6． これからパソコンとはどんな関わりがあると予想されるか？

第　２回　４月２６日　ワープロ（１）基本操作

キー入力、タイピング、ワープロとエディタ

日本語の入力、変換プログラム、変換の方法、全角と半角文字

印刷

キーボード入力を練習するフリー・ソフトをつかいます。その準備のためには，

　　フロッピィのフォーマット，

　　コピーを理解してから，

　　ソフトウェアのインストールします。

「ゼミナール」

1． キータイプの練習をします。きちんと指をキーボードに！

2． 文章を実際に入力します。配付の資料をみながら入力します。

3． では印刷をしましょう。

第　３回　５月１０日　ワープロ（２）レポートの作成

★新規文書の作成、

　キータイプの練習から，“文書を見ながら，キーを見ずに”入力してみます。

★編集（切り取り、コピー、貼り付け、削除）、

今使っているのワープロには，編集のために，どのような機能があるか調べてみましょう。実際その機能を試しながら，使ってみます。検索と置換の機能はどんなことができるか確かめます。[image: image1.png]


たとえば，上にあるような図の挿入もできます。[image: image2.wmf]（母の日、カーネーション）

· 印刷

作成した文書は，フロッピィディスクに保存をしてから，印刷をします。印刷の前には，つぎのことを確認します。

a. プリンターにはどれを使うか

b. プリンターの電源が入っているか，接続の設定は?
c.  実際に印刷をするまえに，プレビューで，意図したものの通りになっているか，確認します。紙の無駄が意外と多くなるので気をつけましょう，有効な資源ですから。

「付け足し」

いわゆるワープロソフトとは異なった機能をもつ，計算機のためのプログラミング言語には必要なエディタ（日本語テキストエディタ）があります。市販の製品もありますが，だれでもが自由に使えるフリーウェアとよばれるものがあります。テキストエディタは文書編集ソフトですし。ワープロ(Word、一太郎etc)より軽く、速く、簡単です。 メモ帳(Windowsに標準装備のテキストエディタ。[プログラム]→[アクセサリ]から起動)できます。
「ゼミナール」

1． 第１回課題のゼミナールの文章を入力して，体裁よく整えて，レポートとなるよう作成します。

2． 絵や文字に飾りをつけて，友人にあててカードをつくる。

第　４回　５月１７日　表計算ソフト

マイクロソフト社のエクセル、ロータス社のロータス１２３などが有名である。またこれらは商品で市販されているが、そうでないものフリーウェアなどもある。

まずエクセルを起動するには、

   [スタート]→[プログラム（P)]→[MIcrosoft Execel]

縦横に非常に大きい電子テーブル、行と列の表が現れる。

データがあれば、基本の操作を上のメニュから選んで実行する。

☆基本の用語　アクティブセル、マウスポインタ、数式バー、ツールバー、メニューバー、

ワークシートとセル、セル選択、データ(数値、文字、その他)の入力、数式と関数、

☆表計算ソフトでできること：表についていろいろな計算

グラフ表示（さまざまな種類の表をつくる）、組み込み関数（数学や統計で使う関数）、データベース(データの並び替え、条件にあったデータの抽出と検索)、コマンドを命令としてマクロを定義できる。

「ゼミナール」

1． 実際，表計算ソフトを試してみる。

（1） 縦に並べて入力したデータを合計する。

（2） 上の操作を横に繰り返す。

（3） 縦と横の並んだデータから、横計、また総計を求める。

（4） この表をコピーする。

（5） そして各セルの値について総計に対する割合を計算する。

（6） 罫線をひいて、表のタイトルを書き、印刷する。

２．　今川焼き、かしわもち、きんつば、どら焼き、ういろう　を食べると、エネルギーと

　　　たんぱく質はどのくらい摂取できるか？

3． 世界人口の推移を棒グラフに表す。

4． 県別の人口密度と人口増加率を計算する。増加率のおおきい順に並び替える。

５．　度数分布表による１次元データから、平均と分散を計算する。

資料

かしわもち、今川焼き、きんつば、どら焼き、ういろうの栄養価データ

世界人口の推移

　　　　　　　　年　　　　　年　　　　　年

地域

　　　　　　　面積　　人口数

県名

第　５回　５月２４日　表計算，入力，演算

　　　　　　　　　　　列と行の自動計算

　　　　　　　　　　　並び替え、

前回の続きです。ゼミナールの課題はうまく実行できましたか？　表計算ソフトでは入力しておいた過去のデータを、新たに変えてみるとただちに自動的に計算してくらます。データの変化をさせることで、集計された値のもつ意味や性質を考えましょう。

一般に統計データを整理するための要点を述べます。まずそれぞれの個体は識別できる特性で表現します。つまり個体を表現するデータがあります。これには、項目（カテゴリー）データか、数値データの２種類に分けられます。項目データには、たとえば、既婚・未婚とか県名による出身地など属性によって分類します。尺度構造（単位）によって、項目順序に意味の有無で名義尺度、順序尺度とよばれます。ですからこの場合には、どの順で並び替えるか（ソート）が問題となります。

つぎに数値によってデータが与えられた場合。数値を計算することができますから、これに対しては、平均AVERAGE、中位数（中央値）MEDIANで集団の中心位置を表し、標準偏差STDEV、STDEPや分散VARやVARPで広がり具合を表せます。多数のデータがあれば、階級分けをしてそれぞれの枠に当てはまる頻度（度数）を計数することで整理します。度数分布表が代表的なものです。これにはFREQUENCYをもちいます。

「ゼミナール」

1． 質的データ（カテゴリーによって分類できるもの）、量的データ（数値で分類される）にはどんなものがありますか、身近に表れるものがどちらになるか考えてみましょう。

2． 前回にもちいた成績データに手を加えて、それぞれ数値から３０点を引いてみましょう。すると平均や中位数、標準偏差はどう変化したでしょうか。さらに２倍をしたら、これらはどう変化しましたか。引き算では標準偏差は変化しませんがこの理由を考えましょう。

3． 度数分布表について、真ん中をほぼ対称な場合には平均と中位数は同じになりますが、左右にひずんでいるとき、Ｌ字型、逆Ｌ字型をしていれば、平均と中位数の大小はどういう関係になりますか？

第　６回　５月３１日　表計算　データの処理

　　　　　　　　　　　ヒストグラムの作成

　　　　　　　　　　　グラフの作成と表現

「ゼミナール」

1． クラスの身長体重などのデータを入力する。

2． 集計，整理をおこなう（データのまとめ）。

3． 適当なグラフを選んで，作図をおこなう。

第　７回　６月　７日　コインとさいころ

乱数，確率分布、シミュレーション

コンピュータの機能のうちで、でたらめの数をつくることができます。電卓でもつくれますし、コンピュータゲームでは、重要な働きをすることはみなさんご存じでしょう。この表計算ソフトではこの機能を使って、分布のシミュレーションをします。

· 乱数　エクセルでは、０と１の間の数がでてきます。これを１０倍して、整数部分をとれば、０から９までの１０通りのでたらめの数がつくれます。

· 確率分布　コイン投げでは、等確率で１／２ずつの表と裏がでますが、これを変形した、p と　1-p  (0<p<1) の場合もつくれます。条件判定をつかって、もしでたらめの数が p より小ならば、１（これを表と考えます）とし、そうでなければ

0 (これを裏)　と定めればいいです。またより一般にさいころ投げをコンピュータの上で、仮想的に実現できます。[０,１] の区間を６個に等分すれば、１から６の数を対応させて、さいころの分布を作れます。またコイン投げでn枚投げたときの表のでた枚数は、２項分布にしたがうといいます。等確率であれば、横軸に枚数をとると対称な形になります。

★シミュレーション　一般の不確実に起こる事象をコンピュータの上で実現していく　ことをシミュレーションするといいます。クラスの委員を選出するときにもつかえます。

「ゼミナール」

1． コイン投げの２０回シミュレーションをしてみよう。

2． 結果を整理して，前回学習したヒストグラムにまとめ、グラフ表現してみます。

3． 回数を大きくして、３０回、５０回としてみます。時間があれば、１００回ぐらいまで試みてください。変化の傾向をつかむことができるでしょうか。

4． ２項分布のシミュレーションをします。５枚投げたとき、表のでた枚数を記録します。この操作を２０回行い、グラフに表します。５０回ぐらいもできたらしてみてください。

６５人のクラスから、３名の代表を選ぶことにします。このようなときにはどうしたら、よいでしょうか。

第　８回　６月１４日　統計解析　２項分布と正規分布

コイン投げやさいころ振りを繰り返して、その結果を整理まとめていくと、ある傾向が求められます。このような実験では、確率的に変動しますから、起こりやすいところ、起こらないところの大小で、高さを描いたグラフが確率分布です。ここでは２項分布と正規分布を調べます。

★２項分布とは、２通りの結果｛成功、失敗｝がそれぞれpと１−ｐの確率ともつ実験（たとえば、コイン投げ）をn回繰り返したとき、そのうち、成功がｋ回（失敗がn-k回）となる確率をいいます。

· 正規分布は、実験の観測や測定にともなう誤差を調べるときに出現します。観測値のデータは、真の値より、大きくなったり、小さくなったりするので、これを２項分布の成功と失敗に対応させて、多数回繰り返した場合での誤差と考えるのです。誤差の値は連続的に変化しますから、回数は整数の値しか取りませんが、正規分布は実数の値をとります。

· 中心極限定理　２項分布のパラメータnは繰り返し数を意味しますが、これを大きくすると、ある傾向がみられます。理論的な極限が存在すること、つまり、２項分布の繰り返し数を大きくすると、正規分布に近づく、という命題が知られています。これを中心極限定理で、ラプラスが発見し、ガウスが誤差の解析から導きました。

コイン投げの結果をヒストグラムに書いていきます。たとえ、偏りのあるコインであっても、繰り返し数を多数おこなうと、大体はひとつの山型になります。

理論的には、横軸（回数の値）の目盛りを平行移動し、縮尺しますが、面倒なので、繰り返しを多数回行い、適当な階級に分けてます。

さらに乱数からの結果を使い、正規分布のシミュレーションができます。区間[0,1]上の一様乱数を１２個加えて６を引いたものが、１個の正規分布に従う乱数となります。

「ゼミナール」

1． 前回での２項分布の結果を表にし、つぎの正規分布と比べます。

変数の値　0.0    0.1    0.2   0.3   0.5   0.8   1.0   1.5   2.0   2.5

確率      0.40   0.40   0.39  0.38  0.35  0.29  0.24  0.13  0.05  0.02

２．一様乱数から正規乱数をつくりなさい。これを３０回行ってヒストグラムにしてみなさい。

第　９回　６月２８日　回帰直線

身長と体重の関係を調べます。一般には関係ないといわれますが、ほんとうでしょうか？　関係とは２変量の直線性の度合い、すなわち相関係数を試算しましょう。

　まず、各人のデータを収集し、つぎにこれを表計算ソフトへ入力します。 身長をx , 体重を ｙ とし、各変量の和（A,B）と２乗和 (C,D)、xy の積和(E)を計算します。

相関係数（ｒ）は, データ数をn として

　　　ｒ＝（ｎ*Ｃ−A*B）/　平方根｛（n*C−A*A）* (n*D−B*B)｝
また、各人の

　　　体格指数　BMI　＝　(体重÷身長)÷身長　

を計算してみてください。おおよそ２２ぐらいが標準です。いくつになりましたか。１８．５はやせている、２５は太り気味といわれています。このBMI をヒストグラムに表し、このクラスの分布の状況がどうなのかまとめてみましょう。

つぎに身長と体重を平面上の点に対応させます。この図は散布図とよばれます。表計算で散布図を書きましょう。さらにこれに直線を引きます。ばらついている点に泣くべく近い直線を求めます。データの値(x_0, y_0)と直線 y = a + b x の近さ加減の尺度として ずれの２乗 (y_0  –  a  –  b x_0)**2 を最小にするものと考えます。これをy　の　ｘへの回帰直線といいます。

 　　直線の係数　a = B/n – b* A/n,  b = (n* E- A*B)/( n* C – A* A)

と与えられますから、求めてみてください。散布図から直接に大体の目安で読みとったものと比べて、違いはありませんか。

この相関係数のもっている性質のひとつに、線形変換をしても同じ値であることが

わかります。線形変換とは、各データから一定値を引いたり（平行移動）、一定値を掛ける割る（縮小と拡大）をすることです。この事実を確かめてみましょう。

以上の計算をすべて出来たならば、保存してから、印刷をして、レポートとして提出します。

第１０回　７月　５日　表計算ソフトと統計学、その復習

　情報の収集，保存，検索などの手順を理解しておくことは、これからの生活や学習にとても大切であることを認識してきたとおもいます。

今回は今までに習ったことをもう一度復習します。あるいはもしやり残したことがあれば、片づけてしまいましょう。

（1） コイン投げのシミュレーション（確率は１／２）をして、結果を度数分布表にまとめる。５回繰り返した結果をまとめます。

（2） 表のでる確率をいろいろと変化させ、それぞれの場合の結果を表にします。

（3） コインの枚数を１０枚で、その結果を１回とします。１０枚のコインのうち何枚表がでるか、これが２項分布です。この繰り返し数を１０回として、表にします。

（4） さらに繰り返し数を増やします。１５回、２０回ぐらいまでためしてみてください。繰り返しをしていくと、だんだん正規分布に近づきます。

（5） つぎは正規分布のシミュレーションをします。乱数発生の方法を思い出してみてください。１０回ぐらい繰り返してみましょう。

（6） 今度は平均１０、分散１００（標準偏差１０）の正規分布をつくります。これも１０回位繰り返します。

（7） 身長と体重の測定結果から、BMI を計算しました。結果のグラフから、なにか気づいたことをワープロにまとめて、表計算からのグラフを張り付けてみます。解説も加えれば、りっぱなレポートになります。

（8） クラスのみんなから収集した身長と体重のデータを散布図に表しましたね。また回帰直線を引く計算もできるはずです。これもレポートにまとめましょう。

いままでに習ったことを応用して、どんなことができますか？　あるいは何か企画したいことがあれば、上記のものに付け加えて、記入してください。

次回は、ホームページの作成をしてみましょう。いままでにも見たことがあるでしょうから、内容などを考えてきてください。

「ゼミナール」

１．

看護研究と統計学

実験、観察、調査

データ収集と整理

データ解析の手法

データの数量化、測定値の単位、データの整理

統計グラフ

「ゼミナール」

1． アンケート調査を作成して，得られたデータを整理する。

第１１回　７月１２日　インターネット

最近のすばらしい技術進歩によって、コンピュータの世界は新しいことが表れてきます。「ＩＴ革命」などと新聞やテレビでも放送されているとおりです。これによって私たちの生活や学習にも大きな変化がもたらされてきています。しかし安易にのめり込むことなく、正確な知識をいろいろな媒体から学習して、利用することが大切とおもいます。本人が知らないうちに犯罪に巻き込まれてしまう例もご存じでしょう。

さて技術発展のひとつには、インターネットがあります。世界中のコンピュータが大規模につながっています。どんなことができる

1． 電子メール；

手紙や電話による通信のかわりに、メールという、ワープロで書いた文章などを相手方（複数であっても）アドレスへと瞬時に送信することができます。もちろん受信も。またメーリングリストとよばれるグループへ登録していれば、自動的に送信されてきます。基本は、“携帯でつかっているもの”と同じです。

2． 情報の検索；

ＷＷＷ（世界にめぐらしたクモの糸）によって、コンピュータ上に保存してあるデータを閲覧利用することができるのです。とても大きな百科事典を利用できると考えられます。たとえば、図書を利用する際にも、所在の有無を調べるとか、また内容を読みとることもできます。国立図書館Ｗｅｂ−ＯＰＡＣでは、図書の検索として　“国立国会図書館が所蔵する和図書データ（1948年以降受入分のみ・約200万　件）、および洋図書データ（1986年以降受入分のみ・約20万件）を検索することができます。”　ということがうたい文句です。
3． 情報の発信；

プロバイダーとよばれる計算機の業者に料金を支払って、個人のファイルを登録しておくと、他人がそのファイルを閲覧することができます。学校にあるパソコンでも、ファイルの閲覧を解放しています。このことにより、自分で造ったファイルが他の人々に公開されて、自作の新聞をみんなが通る道路に掲示していることと同じになります。役に立つ情報とか個人の主張を世界に向けて発信するわけです。もちろん英語とかフランス語とかは必要になりますが。

第１２回　７月１９日　インターネットのWEBページ

実際にインターネットに接続してみれば、今回の主題が活用できるのですが、これは次回に回します。多くの場合には、予めの準備作業が必要です。まずソフトはブラウザーとよばれ、マイクロソフト社のInternet Explorerやネットスケープ社のNetscapeが有名で、フリーに使えます。このソフトのセットアップをするには、パソコンが家からは電話線に、学校や会社ではLAN(Local Area Network)につながっていることが必要です。つぎにはホームページを作成するために、適当な題材のもとで自分でがファイルを作ります。このためには、エディターやワープロをつかいます。専用のソフトも市販されています。これでつくったファイルを多くの人が、閲覧できる場所に移動させなくてはなりません。この場所をWEBサーバといいます。そこに転送するためにファイルの転送ソフトが必要で、FTP　とよばれるものが必要で、これにも電話や

LAN でつながっていることが前提です。

最小限必要なWEBページのソースプログラムを書いてみます。

<html>

<head>

 <title> ホームページの題名 </title>

</head>

<!--コメントの命令-->

<body>

本文の内容を書き出していくところです。

</body>

</html>

これだけでは面白くもありませんが、これが基本で、映像や音楽を表現するすることもできますし、リンクといって、ほかのコンピュータにあるWEBページにジャンプしていくことができます。デジタルカメラやスキャナーで画像を入れたり、MPEG などという音楽のファイルで音楽を奏でることも、みなさんは体験したことがあるとおもいます。さらにこのようなメディアをつかい、情報の発信、あるいは、情報の収集がこれからは、重要になってきます。

第１２回　７月１９日　インターネット

WWWによる情報検索，情報図書館

情報発信、掲示板

「ゼミナール」

１．

第１３回　９月　６日　電子メール

フリーメールソフト、メールの送受信、メーリングリスト

パソコン通信、不正アクセス、プライバシー

「ゼミナール」

１．

第１４回　９月１３日　情報発信

ホームページの作成，閲覧ブラウザ、プログラミング言語

「ゼミナール」

１．

第１５回　９月２０日　テスト・まとめ

